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現場技術者の「知得」 
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19 令和２年度　積算基準等の改定概要について
■■北陸地方整備局　企画部

技術レポート 

7
お客さまが安心してご利用できる高速道路へ
上信越自動車道　信濃町ＩＣ～上越ＪＣＴ間の４車線化事業

■■東日本高速道路（株）　新潟支社　技術部

11 制約諸条件を踏まえた安全管理及び施工管理の工夫について
■■米澤工業（株）

15
作業中の来襲波浪をリアルタイムに計測・警報するシステム
浮標画像追跡システム『i-ByTs』（アイ・バイツ）

■■東洋建設（株）　土木事業本部■総合技術研究所■鳴尾研究所　山野　貴司

視　点

1 忘れられがちな緑化技術
■■東日本高速道路（株）新潟支社　技術審査役　簗瀬　知史

トピックス 

3
令和元年度 北陸地方整備局
災害対応功労者感謝状贈呈式及び 
災害対策関係功労者表彰式の開催

■■北陸地方整備局　企画部・防災部

地域の動き 

5
八尾の街並みに調和し、旧町の玄関口として期待感を抱く橋
国道472号（十三石橋）架替事業について

■■富山県富山土木センター

長野会場における受賞者
（協会・建設業者）▶P.3

十三石橋開通式の様子▶P.5

技術レポート        【最後に問い合わせ先を入力してください。】 

       

 

７．工事完成状況                 
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          渋江川橋 

 
      坂口新田橋より長野方面 

 

 

 

 

８．工事完成式典               

新潟・長野の両県知事や沿線自治体・工事関係者が

出席し、４車線化工事完成式典を開催しました。 

 

 

 

 

 

９．終わりに                

 

 当区間は、日本有数の豪雪地帯のため、例年冬期に

はスリップ事故や登坂不能車両などによる通行止めが

発生していましたが、４車線化完成により、冬期の円

滑な交通確保が図れるなど、これまで以上にお客さま

が安心してご地用できる高速道路の提供ができること

になりました。 
これまで以上に安全・快適になりますので、地域社

会の発展に貢献する高速道路として、観光やレジャー

をはじめ、いろいろな場面で利用していただければと

思います。 

 

 

 

●問い合わせ先 

 東日本高速道路株式会社新潟支社 技術管理課 

    ＴＥＬ 025-241-5287 

工事完成式典▶P.7

交差点部工事概要図▶P.11

技術レポート

タイトル

制約諸条件を踏まえた安全管理及び施工管理の工夫について

道 路 土 工 法 面 工

舗 装 工 防 草 対 策 工

区 画 線 工 区 画 線 工

排水構造物工 道路付属物工

擁 壁 工 標 識 工

踏 掛 版 工 防 護 柵 工

防 護 柵 工 橋梁用高欄工

標 識 工 照 明 工

照 明 工 構造物撤去工

　はじめに（現場条件と課題)

　本工事は、利賀大橋が取り付く一般国道156号交差点部(約300m)と、利賀大橋から長崎橋間の工事用道路(約600m)の道路整備工事である。

　一般国道471号利賀バイパスの部分供用が、10月中旬と決定されていたことから、工期の厳守と早期完成が目標であった。(以下、国道R表示)

【工事制約条件・現場条件】

1.「R156(現道)」に取り付く「R471利賀BP(新設)」との交差点新設工事であり、交通災害防止に即した安全管理が重要であった。

　また、施工箇所は、国道と急峻な斜面の間で狭隘であり、作業スペースに制約があったため、ヤードの確保と調整が必要であった。

2.工事区間内に、国、県、市、占用企業(電力等)の工事が同時期に予定されており、協議・調整・工程調整が重要であった。

3.当初工期は、11月14日であったが、完成式典の予定日(10月中旬)までに、完成させる必要があった。

【課　題】

1.「R156(現道)及び交差点施工時の安全管理」と「狭隘な施工ヤードでの作業スペースの確保」

2.「国、県、市、占用企業者との円滑な協議・調整及び別発注工事の各施工業者との工程調整」と「完成式典をコントロールポイントとした工程管理」

　以上の課題を踏まえて立案して取り組んだ工夫について報告する。

1.「R156(現道)及び交差点施工時の安全管理」と「狭隘な施工ヤードでの作業スペースの確保」

【現場制約条件の内容】 【写真-1】　交差点部工事概要図

・本工事は、R156とR471バイパスの交差点新設工事である。

・現場は、見通しの悪いS字カーブの中央に交差点を新設する事から、「一般車両」と「作業員・工事車両」

との接触や第三者の交通災害が懸念された。(写真-1)

・R156交差点部は、橋梁上部工事等による多くの工事車両(ダンプ・重機等)の出入口となるため、

特に「工事車両」と「作業員」との接触災害が懸念された。

・さらに、狭隘な地形条件及び通行規制による限られた施工スペースのため、複数の工種・工事の

同時施工が困難であった。

【安全管理の取組】

①発注者と道路管理者(県・警察)と意見交換を行い、十分に安全を配慮した通行規制(案)を計画し、

交通規制(片側交互通行)を行った。(図-1)

②現場の状況・制約条件を説明した上で複数の交通誘導員を配置した。(写真-2)

特に交差点部は、誘導員を常駐とした。

会　社　名

米澤工業株式会社

課 題 名 　制約諸条件を踏まえた安全管理及び施工管理の工夫について

工 事 名 　利賀ダム工事用道路1工区取付部他工事

施 工 業 者 名 　米澤工業株式会社

橋梁用高欄(キャプロア)/16m

踏掛版(A1)/26m3

大型標識/3枚

溶融式/587m

担 当 技 術 者 名

モルタル吹付/626m2　吹付枠内除草/626m2掘削/260m3

駒止/49m　防護柵基礎/40m　ガードレール/40m

防護柵基礎/47m　ガードレール/47m

工事概要

国道156号交差点部(約300m)

　須河　永喜

工 事 場 所 　富山県南砺市利賀村栃原～長崎地先

工 期 　平成30年5月11日～平成30年11月14日【平成30年10月9日完成(約5ケ月)】

利賀大橋～長崎橋区間（約600m)

防草コンクリート/109m2

照明灯/1基　ケーブル配管/一式　引込柱・分電盤/1箇所

照明灯/7基　ケーブル配線/400m　引込柱/1本

ペイント式/1,264m　溶融式/570m

重力式擁壁(A1)/17m3(2箇所)

舗装版撤去/一式　コンクリート撤去/一式

視線誘導標/29本　道路鋲/48個　クッションドラム/16個

小型標識/4枚

側溝工(BF300)/76m　縦排水/3m

アスファルト舗装工/327m2　基層・リべリング層/393m2　

国道156号

交差点施工箇所

i-ByTs利用イメージ▶P.15

切削オーバーレイ工（ＩＣＴ）
のイメージ▶P.19

知得        【最後に問い合わせ先を入力してください。】 
今年度、宿泊、滞在を伴う業務の旅費交通費についても原

則率化。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－４ 改訂後の積算方法 
 

４．i-Constructionの更なる拡大          

＜工事＞ 
（１）ＩＣＴ施工における積算基準の拡充 

ＩＣＴ建機施工の機械経費に関して市場の単価を反映

するとともに、ＩＣＴ施工に伴う出来高管理及びデータ納

品に要する費用について、通常工事に比べ増加する分の補

正係数を新たに設定。 
現場経費（外注経費等）の増加を踏まえ、ＩＣＴ活用工

事に対して現場管理費の補正係数を新たに設定。 

図－５ ＩＣＴ施工による積算方法の改定内容 
 
（２）ＩＣＴ活用工事における小規模施工の積算対応 

現場条件により、標準のＩＣＴ施工機械（クローラ型山

積 0.8m3）が施工現場に搬入できない、又は配置できない

場合などは、標準積算によらず見積りを活用するなど適正

な予定価格の設定。 

図－６ 施工土量別の工事件数（H30 年度） 
 
（３）ＩＣＴ施工の新規工種に係わる積算要領について 

ＩＣＴを取り入れた技術により生産性向上を図るため、

「スラリー撹拌（ＩＣＴ）」、「切削オーバーレイ工（ＩＣ

Ｔ）」の２工種の積算基準を新設。 
〇スラリー撹拌工（ＩＣＴ） 
〔施工の概要〕 

   地盤改良機の位置・標高をリアルタイムに取得し、Ｉ

ＣＴ建設機械による施工用データとの差分を用いて、作

業装置を誘導する３次元マシンガイダンス技術による

地盤改良工である。 
〔制定内容〕 
 ・施工位置決めの効率化による日当たり施工量の制定 
 ・ＩＣＴ建設機械経費加算額の制定 
 ・システム初期費の制定 

 
 
 
 
 
 

図－７ 従来とＩＣＴによる施工位置決めイメージ 
 
〇切削オーバーレイ工（ＩＣＴ） 
〔施工の概要〕 

路面切削機の位置及び刃先の位置をリアルタイムに

取得した、施工履歴データと３次元設計データとの差分

による出来高管理を行うもの。 
 〔制定内容〕 

・ＩＣＴ建設機械経費加算額の制定 
  ・システム初期費の制定 

図－８ 切削オーバーレイ工（ＩＣＴ）のイメージ 
 
＜業務＞ 
（４）ＩＣＴ活用業務の積算対応について 

「３次元ベクトルデータ作成」及び「３次元設計周辺デ

ータ作成」については「ＩＣＴの全面的な活用の推進に関

する実施方針」定められている各実施要領に基づき、測量

調査費として計上する旨、設計業務等標準積算基準書に追

記。 
 
５．改正品確法等を踏まえた積算基準の改定     

＜工事＞ 
（１）工期と連動した間接工事費の設定 

一時中止の有無にかかわらず、受注者に責任がない中で

工期を延期した場合（天候要因等の場合）に増加する現場

維持等に要する費用の積算方法を整備するとともに、増加

費用の算定に用いる係数を実態に即して改定。 

図－９ 増加費用の算定方法 
 

「北陸の建設技術」への意見、ご感想が 
ありましたらお聞かせください。　 
E-mail:hokugi＠hrr.mlit.go.jp 

「i-Construction（アイ・コンストラクション）」とは？

国土交通省では、建設現場で働く労働者一人一人の生産性を向上させ、魅力ある建設
現場を実現する「i-Construction」の取り組みを進めています。
「i-Construction」は、＂ICT 技術の全面的な活用＂、＂規格の標準化＂、＂施工時期の平準
化＂等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセスの最適化を図り、
もって魅力ある建設現場を目指す取り組みです。
本誌では「i-Construction（アイ・コンストラクション）」に関連する取り組みや建設

現場などの記事を読者の皆様にわかりやすく知って頂くために、当該記事に上記ロゴを表
示しています。
※�このロゴは平成30年６月１日に国土交通省が決定したロゴです。建設業界はもちろん、
業界を超えて社会全体から応援される取り組みへと「深化」するシンボルとなっています。

先輩なう！

25 この仕事ならではのやりがい
■■（株）カネカ建設　土木部　阿部　康星さん

職場紹介

23
顧客に安心感を与え、社会に貢献する企業集団を目指す
愛するふるさとを守るための技術が、ここにある

■■（株）カネカ建設

新技術情報 

27
■Made in 新潟　新技術普及・活用制度

・水替作業を省力化する仮設組立水路
　【登録番号：2019D101】　北日本建材リース（株）

・任意深度定着型仮締切り工法
　【登録番号：2019D205】　第一建設工業（株）

・プレキャストコンクリート版によるトンネルインバート
　【登録番号：2019D206】　日本サミコン（株）

・小規模雪崩及び崩落雪対応防護棚（Dsガード）
　【登録番号：2019D207】　日本サミコン（株）

第一上田小学校（南魚沼市）▶P.23

阿部　康星さん▶P.25

水替作業を省力化する
仮設組立水路▶P.27

任意深度定着型仮締切り工法
▶P.27

プレキャストコンクリート版に
よるトンネルインバート▶P.27

【別紙2】Made in 新潟紹介シート

技術名称 プレキャストコンクリート版によるトンネルインバート

登録番号 2019D206 区分 工法

申請者 日本サミコン株式会社 問合せ先 025-286-5211

技術名称 小規模雪崩及び崩落雪対応防護棚（Dsガード）

登録番号 2019D207 区分 工法

申請者 日本サミコン株式会社 問合せ先 025-286-5211

1.概要
①何について何をする技術なのか?

・供用トンネルの盤ぶくれ対策として、プレキャスト版によるインバートを構築する技術。
②従来はどのような技術で対応していたのか?

・幅員の広いトンネルで片側交互通行での施工が可能な場合を除き、ある一定期間において終日全面通行止め
を行いながら、現場打ちコンクリートにより新設のインバートを構築していた。

③公共工事のどこに適用できるのか?
・交通規制の制約が厳しい供用トンネルの盤ぶくれ対策に適用。

2.新規性および期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)

・現場打ちコンクリートによるインバートをプレキャストに換えた。
・掘削面とプレキャストインバートの隙間に、超速硬性グラウトを充填することで、

充填完了から最短で1時間後に車両の通行を可能とした。
②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

・夜間全面通行止めで施工することで、昼間は規制解除が可能となり、経済損失を
抑えることができる。

・プレキャスト版と超速硬性グラウトを採用することで、膨潤性の地盤の影響を受け難い。

・工場製作のプレキャスト版を採用することで、現場打ちコンクリートに比べ品質が向上。

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲

クレーンを設置し、プレキャスト版を吊り上げることが可能なこと。
（クレーン吊り上げ位置で内空高6ｍ程度以上を確保できること。）

4.従来技術との比較
【従来技術：現場打ちコンクリートによるインバート】
●経済性：567%低下（但し、経済損失は低減する）
●工程：28%向上（現場打ちの養生期間が不要） ●品質：向上（工場製作のため）
●安全性：同程度 ●施工性：向上（現場作業の縮減） ●周辺環境への影響：向上（交通規制期間の短縮）

【運搬車からの荷揚げ状況】

【設置状況】

2.新規性および期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)

・主梁上から堆雪スペースを設けることで、堆雪ポケットを広く確保できる。
・擁壁の規模を小さくすることにより、道路際の小スペースに設置可能である。
・高強度コンクリートを使用することにより、部材断面厚を薄くすることができる。
・プレキャスト部材を使用することにより、部材の品質・精度は安定している。

②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
・小規模雪崩および崩落雪にも対応を可能とし、道路際で雪崩を阻止することができる。

4.従来技術との比較
【従来技術：雪崩防護擁壁】
●経済性：同程度 ●工程：22%向上（主要構造部材が工場製作）
●品質：向上（主要構造部材が工場製作） ●安全性：同程度
●施工性：向上（主要構造部材が工場製作のため現場作業が縮減）
●周辺環境への影響：向上（主要構造部材が工場製作のため交通規制期間が短縮）

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲

・斜面長50m以下かつ雪崩発生量10,000m3以下の雪崩規模(小規模雪崩)である箇所。
・設計積雪深5m以下、斜面角度は45度以下を基準とする。

1.概要
①何について何をする技術なのか?

・斜面角度45度以下で発生する小規模雪崩や崩落雪を道路際で阻止する雪崩防護工。
②従来はどのような技術で対応していたのか?

・道路際に重力式擁壁を設けていた。
③公共工事のどこに適用できるのか?

・道路の雪崩対策工事に適用できる。

【Dsガードの堆雪量】

【小雪崩イメージ写真】

【従来技術（雪崩防護擁壁）の堆雪量】

小規模雪崩及び崩落雪対応防護棚
（Dsガード）▶P.27

■東海北陸自動車道　付加車線設置事業　上原橋
　東海北陸自動車道　白川郷ＩＣ～小矢部砺波ＪＣＴ間の暫定２車線区間のサービス向上（安
全性、走行性の確保）を目的に付加車線設置事業を実施しています。お客さまに安全・安心
に高速道路をご利用いただけるように事業を進めてまいります。
� 【撮影日　2020年１月】


